
　
画
像
の
対
応
種
類
は
以
前
の

Ｂ
Ｍ
Ｐ
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
に
加
え
、

Ｐ
Ｎ
Ｇ
、
Ｇ
Ｉ
Ｆ
画
像
が
加
わ

っ
た
。

　
さ
ら
に
ベ
ク
タ
画
像
で
あ
る

Ｅ
Ｍ
Ｆ
（
エ
ン
ハ
ン
ス
ド
メ
タ

フ
ァ
イ
ル
）
が
扱
え
る
よ
う
に

な
っ
た
。
ベ
ク
タ
画
像
の
利
点

は
、
拡
大
・
縮
小
し
て
も
ほ
と

ん
ど
画
像
の
品
質
が
落
ち
な
い

こ
と
。
ロ
ゴ
や
図
形
、
グ
ラ
フ

な
ど
で
使
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
。

　
な
お
、
こ
の
紙
面
で
も
、
ソ

フ
ト
の
ス
ク
リ
ー
ン
シ
ョ
ッ
ト

を
Ｅ
Ｍ
Ｆ
フ
ァ
イ
ル
に
変
換
し

て
使
用
し
て
い
る
。
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ

等
の
ラ
ス
タ
画
像
と
比
較
す
る

と
、
拡
縮
に
よ
る
劣
化
が
あ
る

て
い
ど
防
げ
る
。

　
Ｅ
Ｍ
Ｆ
は
、
市
販
の
高
機
能

Ｄ
Ｔ
Ｐ
系
ソ
フ
ト
だ
け
で
な

く
、
フ
リ
ー
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
で

も
作
成
・
編
集
で
き
る
。
ま
た
、

エ
ク
セ
ル
や
ワ
ー
ド
で
作
っ
た

グ
ラ
フ
や
図
形
な
ど
は
、
特
別

な
ソ
フ
ト
を
使
わ
な
く
て
も
、

Ｅ
Ｍ
Ｆ
と
し
て
取
り
出
す
こ
と

が
出
来
る
よ
う
だ
（
作
者
は
試

し
た
こ
と
は
な
い
）。

国
宝
の
八
橋
蒔
絵
螺
鈿
硯
箱

や
つ
は
し
ま
き
え
ら
で
ん
す
ず
り
ば
こ

は
尾
形
光
琳
の
作
で
あ
る

　
ル
ビ
（
振
り
仮
名
）
に
は
２

種
類
あ
り
、
用
途
に
よ
り
使
い

分
け
で
き
る
。

　
ひ
と
つ
は「
ま
と
め
ル
ビ
」。

　
右
の
例
の
よ
う
に
、
複
数
の

文
字
に
ル
ビ
を
振
っ
た
場
合
、

ま
と
め
ル
ビ
は
漢
字
と
ル
ビ
が

対
応
し
な
い
。
た
だ
組
版
の
体

裁
と
し
て
は
美
し
く
、
本
文
が

読
み
や
す
い
。
こ
ち
ら
が
標
準

の
方
法
だ
。

　
も
う
一
つ
は「
個
別
ル
ビ
」。

　
右
の
よ
う
に
、
漢
字
と
ル
ビ

が
き
ち
ん
と
対
応
す
る
。
教
育

目
的
な
ど
で
は
こ
ち
ら
が
適
し

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ

し
、
場
合
に
よ
っ
て
は
本
文
の

文
字
と
文
字
が
離
れ
、
や
や
読

み
に
く
く
な
っ
た
り
、
１
行
当

た
り
の
文
字
数
が
減
り
、
結
果

と
し
て
行
数
が
増
え
る
こ
と
も

あ
る
。

国
宝
の
八
橋
蒔
絵
螺
鈿

硯

や
つ
は
し
ま
き

え

ら

で
ん
す
ず
り

箱
は
尾
形
光
琳
の
作
で
あ
る

ば
こ

　太字やゴシック等の文字

修飾には、ＨＴＭＬに似た

タグを採用。自分でブログ

やホームページを作ってい

る人には馴染みやすいと思

われる。

　たとえば記事や見出し等

の一部を太字にする場合は

　<b>太字にする文字</b>

とＨＴＭＬと全く同じにす

ればよい。

　ゴチックなら

　<g>呉竹にする文字</g>

とする。

　主なタグには［Ctrl+B］で

太字処理などショートカッ

トキーが割り当てられ、記

事、見出し、写真編集、ノ

ンブル編集のそれぞれの専

用画面で共通。

　なお記事の改行は段落の

先頭にある全角空白で自動

判断する仕様はこれまでと

同様だが、全角空白がなく

ても改行する専用のタグも

準備。文末に<br>を打てば

次行から

このように改行される。

　
見
出
し
作
成
で
は
、
主
・
脇

の
基
本
的
な
日
本
見
出
し
か

ら
、
一
本
見
出
し
、
頭
あ
り
の

三
本
見
出
し
な
ど
一
通
り
の
パ

タ
ー
ン
を
事
前
に
選
べ
る
。

　
各
見
出
し
文
の
文
字
組
や
大

き
さ
も
標
準
的
な
指
定
済
み
。

あ
と
は
文
字
数
を
合
わ
せ
て
打

ち
込
む
だ
け
で
新
聞
ら
し
い
体

裁
の
見
出
し
が
完
成
す
る
。
も

ち
ろ
ん
、
い
っ
た
ん
パ
タ
ー
ン

を
選
ん
だ
後
で
も
、
見
出
し
文

の
削
除
や
追
加
、
文
字
大
き
さ

の
変
更
も
可
能
だ
。

　
た
だ
し
一
般
的
な
新
聞
の
見

出
し
は
文
字
数
制
限
が
厳
し

く
、
慣
れ
て
な
い
場
合
は
文
字

数
を
合
わ
せ
る
の
は
な
か
な
か

大
変
。
厳
し
い
文
字
制
限
の
中

で
日
々
、
見
出
し
を
ひ
ね
り
出

す
編
集
記
者
の
気
分
を
味
わ
う

の
も
一
興
か
も
。
も
ち
ろ
ん
ど

う
に
も
文
字
数
が
減
ら
せ
な
い

場
合
は
、
文
字
サ
イ
ズ
を
小
さ

く
す
れ
ば
よ
い
。

　
箱
組
も
同
様
に
大
き
さ
に
合

わ
せ
て
基
本
的
な
パ
タ
ー
ン
を

準
備
。
形
が
決
ま
っ
て
い
る
場

合
は
、
面
倒
な
紙
面
設
定
抜
き

で
い
き
な
り
編
集
に
入
れ
る
。

　
紙
面
の
拡
大
表
示
は
、
最
大

で
４
０
０
％
に
な
っ
た
。
美
し

く
拡
大
さ
れ
る
。

　
原
寸
、
横
／
縦
い
っ
ぱ
い
、

縦
横
自
動
判
別
拡
縮
に
加
え
、

２
０
０
％
、
４
０
０
％
表
示
に

も
一
発
で
切
り
替
え
が
可
能

に
。
指
定
ボ
タ
ン
は
、
通
常
の

ド
ロ
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
ほ
か
、
ク

リ
ッ
ク
で
次
々
と
切
り
替
わ
る

回
転
式
。
右
ク
リ
ッ
ク
で
逆
回

転
す
る
。

　
縦
横
自
動
判
別
拡
縮
で
は
、

ウ
ィ
ン
ド
ウ
自
体
の
サ
イ
ズ
を

変
更
す
れ
ば
拡
縮
比
率
も
同
時

に
変
わ
る
。
も
ち
ろ
ん
任
意
の

拡
縮
比
率
指
定
も
可
能
。
最
小

10
％
か
ら
１
％
刻
み
で
設
定
で

き
る
。

　
紙
面
の
一
部
を
瞬
時
に
拡
大

す
る
「
一
発
拡
大
」
機
能
は
２

０
０
％
が
デ
フ
ォ
ル
ト
値
。
紙

面
に
割
り
付
け
ら
れ
た
状
態
で

記
事
の
中
身
の
確
認
も
し
っ
か

り
で
き
る
。

　
紙
面
全
体
に
原
稿
用
紙
風
の

升
目
を
表
示
。
全
体
の
イ
メ
ー

ジ
が
つ
か
み
や
す
く
な
っ
た
。

升
目
は
画
面
右
側
の
ボ
タ
ン
で

オ
ン
オ
フ
が
可
能
。

　
メ
ー
ン
画
面
お
よ
び
記
事
エ

デ
ィ
タ
、
見
出
し
作
成
編
集
画

面
、
画
像
編
集
画
面
で
ボ
タ
ン

類
の
配
置
や
名
称
を
ほ
ぼ
共
通

化
。

　
ま
た
ユ
ー
ザ
へ
の
通
知
や
問

い
合
わ
せ
は
Ｖ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
Ａ
以
降

の
新
ダ
イ
ア
ロ
グ
を
採
用
。
よ

り
分
か
り
や
す
く
丁
寧
に
な
っ

た
。

　
フ
ォ
ン
ト
の
選
択
や
見
出
し

の
地
紋
設
定
、
紙
面
の
拡
大
表

示
指
定
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
場

面
で
は
「
回
転
式
プ
ル
ダ
ウ
ン

ボ
タ
ン
」
を
採
用
。ク
リ
ッ
ク
、

右
ク
リ
ッ
ク
で
次
々
と
切
り
替

え
ら
れ
る
。
（
「
７
」
の
エ
ク

ス
プ
ロ
ー
ラ
ー
の
フ
ァ
イ
ル
表

示
切
り
替
え
ボ
タ
ン
と
同
じ
方

式
）

　
パ
ソ
コ
ン
画
面
の
横
長
化
が

進
む
中
、
編
集
画
面
を
で
き
る

だ
け
大
き
く
す
る
た
め
上
部
の

メ
ニ
ュ
ー
は
廃
止
。
メ
ニ
ュ
ー

表
示
も
も
ち
ろ
ん
可
能
だ
。

　
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
キ
ー
も
極

力
共
通
化
。
た
と
え
ば
見
出
し

・
画
像
・
記
事
・
箱
組
の
編
集

中Ctrl+Shift+S

で
保
存
終
了

で
き
る
。

　
新
聞
紙
面
に
は
、
や
っ
て
は

い
け
な
い「
禁
じ
手
」
が
あ
る
。

そ
う
し
た
ケ
ー
ス
の
場
合
、
色

付
き
表
示
で
警
告
す
る
。

　
最
も
ま
ず
い
の
は
「
ま
ぜ
こ

ぜ
」。
上
か
ら
流
れ
て
き
た
２
つ

以
上
の
記
事
が
、
同
じ
段
の
同

じ
場
所
に
流
れ
込
ん
で
し
ま
う

現
象
で
、
完
全
な
〝
欠
陥
品
〟

に
な
る
。
た
だ
、
慣
れ
な
い
う

ち
は
紙
面
を
あ
れ
こ
れ
い
じ
く

っ
て
い
る
間
に
や
り
が
ち
で
も

あ
る
。
こ
の
場
合
、
す
か
さ
ず

ま
ぜ
こ
ぜ
に
な
っ
て
い
る
２
本

の
記
事
を
色
付
け
す
る
。

　
「
泣
き
別
れ
」
も
避
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
あ

る
段
落
が
段
の
先
頭
か
ら
始
ま

っ
て
い
る
場
合
、
ど
っ
ち
の
記

事
の
続
き
か
分
か
ら
な
い
流
し

方
だ
。
こ
れ
は
意
図
せ
ず
起
こ

る
が
、
や
は
り
色
付
け
さ
れ
る
。

　
ま
た
記
事
が
紙
面
に
入
り
き

ら
な
い
「
記
事
あ
ふ
れ
」
（
オ

ー
バ
ー
フ
ロ
ー
）
で
は
あ
ふ
れ

た
行
数
分
が
赤
く
表
示
さ
れ

る
。
旧
版
で
は
記
事
全
体
が
赤

く
な
っ
た
が
、
ど
の
て
い
ど
あ

ふ
れ
て
い
る
か
直
感
的
に
分
か

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　ワープロ等で一般的な単

位ポイント（Pt）だけでな

くミリ、さらに新聞業界で

使われる「倍」「Ｕ」「ミルス」

も使用可能になった。

　明治以来の日本の新聞の

伝統的単位である「倍」は

1000分の88㌅、Ｕはその８

分の１。つまり１倍＝８Ｕ

となる。ミルスは1000分の

１㌅。

　ただしソフト上では「倍」

は紙面の記事サイズとの比

率を指す単位として使う。

紙面の基本文字サイズが大

きくても小さくても、見出

しの「倍」をそろえれば似

た体裁を維持できる。見出

し編集画面では、初期値で

はこの「倍」を使用する。

もちろんPtや他の単位に切

り替えられる。

　新聞業界で使われる倍

は、ソフトでは「正倍」と

呼ぶ。一般的な新聞と単位

を揃えたい場合は、この「正

倍」を使ってみるのもよい

かもしれない。

　
記
事
と
見
出
し
を
一
気
に
配

置
す
る
「
抱
え
畳
み
」
な
ど
、

新
聞
組
版
の
基
本
機
能
も
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
し
た
。

　
記
事
・
見
出
し
・
写
真
の
３

種
類
を
一
度
に
配
置
す
る
な
ど

よ
り
複
雑
な
抱
え
畳
み
も
可
能

に
な
っ
た
。
写
真
は
２
枚
ま
で

対
象
。
記
事
・
見
出
し
・
メ
ー

ン
写
真
と
サ
ブ
写
真
の
４
素
材

を
一
気
に
畳
め
る
。

　
ま
た
旧
版
で
は
一
時
的
に
実

装
さ
れ
て
い
た
「
置
き
流
し
」

も
復
活
。
見
出
し
を
右
側
に
配

置
す
る
と
同
時
に
、
記
事
を
流

す
。

　
も
ち
ろ
ん
、
記
事
を
途
中
か

ら
畳
む
「
流
し
畳
み
」
も
従
来

通
り
可
能
。
実
行
の
際
に
は
、

畳
み
開
始
段
と
終
了
段
を
太
線

で
表
示
し
、
よ
り
直
感
的
な
操

作
が
可
能
に
な
っ
て
い
る
。
記

事
を
選
択
す
る
と
同
時
に
、
畳

み
開
始
位
置
を
示
す
ピ
ン
マ
ー

ク
が
同
時
に
描
か
れ
る
た
め
、

即
座
に
畳
み
・
流
し
畳
み
操
作

に
入
れ
る
。

　
■
キ
ー
で
前
後
左
右
に
　
紙

面
上
で
の
素
材
は
従
来
通
り
マ

ウ
ス
ド
ラ
ッ
グ
で
移
動
で
き
る

が
、矢
印
キ
ー
で
も
移
動
可
能
。

段
方
向
（
縦
組
み
紙
面
な
ら
上

下
）
は
Ｃ
ｔ
ｒ
ｌ
キ
ー
と
同
時

に
押
す
こ
と
で
文
字
単
位
で
移

動
す
る
。

　
■
縦
横
一
気
に
拡
縮
　
見
出

し
や
画
像
の
紙
面
上
で
の
直
接

拡
縮
は
以
前
は
縦
横
そ
れ
ぞ
れ

行
う
必
要
が
あ
っ
た
が
、
一
気

に
拡
縮
可
能
に
な
っ
た
。
た
と

え
ば
見
出
し
の
左
下
を
ド
ラ
ッ

グ
し
て
縦
は
長
く
横
幅
は
短
く

す
る
こ
と
も
マ
ウ
ス
ド
ラ
ッ
グ

一
回
で
出
来
る
。

　
■
組
版
情
報
の
自
動
解
釈
　

た
と
え
ば
紙
面
上
の
見
出
し
や

画
像
を
専
用
画
面
で
編
集
し
た

つ
い
で
に
、
幅
も
小
さ
く
し
た

場
合
。
機
械
的
に
左
側
に
移
動

す
る
の
で
は
な
く
、
見
出
し
の

右
側
に
罫
線
が
あ
れ
ば
自
動
判

別
し
て
右
に
よ
る
。
写
真
が
紙

面
の
左
端
に
あ
れ
ば
、
自
動
的

に
右
側
が
小
さ
く
な
る
。
こ
の

よ
う
に
組
版
情
報
を
解
釈
し

て
、
可
能
性
の
高
い
方
に
自
動

で
修
正
す
る
。

　
■
１
億
画
素
で
も
　
ス
マ
ホ

カ
メ
ラ
の
高
機
能
化
で
数
百
万

画
素
は
当
た
り
前
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
は
１
億
画
素
を
超
え

る
高
精
細
画
像
が
公
開
さ
れ
、

自
由
に
使
え
た
り
す
る
時
代
。

そ
う
し
た
大
き
な
画
像
で
も
重

さ
を
感
じ
さ
せ
ず
、
描
画
や
ト

リ
ミ
ン
グ
な
ど
の
編
集
も
比
較

的
軽
く
こ
な
せ
る
。
た
だ
し
最

初
の
画
像
取
り
込
み
や
印
刷
に

は
時
間
が
か
か
る
。

　
画
像
編
集
画
面
で
は
、
Ｐ
Ｃ

に
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ
た
好
み

の
画
像
編
集
ソ
フ
ト
を
呼
び
出

せ
、
編
集
結
果
を
即
座
に
反
映

す
る
。
色
調
整
や
サ
イ
ズ
変
更

な
ど
、
事
前
に
準
備
し
て
い
な

く
て
も
、
こ
の
ソ
フ
ト
上
か
ら

の
操
作
で
完
結
す
る
。
編
集
結

果
は
、
取
り
込
み
元
の
画
像
に

は
影
響
を
与
え
な
い
の
で
、
失

敗
し
て
も
読
み
込
み
直
せ
る
。

　
■
ア
ン
ド
ゥ
・
リ
ド
ゥ
　
直

前
の
操
作
を
取
り
消
す
ア
ン
ド

ゥ
、
そ
の
ア
ン
ド
ゥ
を
元
に
戻

す
リ
ド
ゥ
機
能
。
メ
ー
ン
の
レ

イ
ア
ウ
ト
画
面
は
も
ち
ろ
ん
、

他
の
主
要
画
面
で
も
実
装
し

た
。
メ
ー
ン
画
面
の
ア
ン
ド
ゥ

の
み
だ
っ
た
旧
版
か
ら
大
き
く

進
化
し
た
。

　
失
敗
操
作
を
取
り
消
せ
る
の

は
も
ち
ろ
ん
、
い
っ
た
ん
レ
イ

ア
ウ
ト
を
変
え
た
組
み
直
し
た

紙
面
を
元
に
戻
し
て
み
た
り
、

や
っ
ぱ
り
最
新
状
態
に
復
活
し

た
り
…
。
何
度
で
も
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
実
装
し
た
の
は
記
事
お
よ
び

見
出
し
、
画
像
、
ノ
ン
ブ
ル
の

各
編
集
画
面
。
回
数
は
メ
モ
リ

の
許
す
限
り
無
制
限
だ
。

　
■
自
動
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
　
紙

面
を
上
書
き
保
存
す
る
際
、
自

動
的
に
前
回
の
保
存
状
態
を
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。
デ
フ
ォ
ル

ト
で
は
、
過
去
５
回
分
ま
で
履

歴
を
遡
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
紙
面
デ
ー
タ
を
保
存
し
た
フ

ォ
ル
ダ
内
にChkBackup

フ
ォ

ル
ダ
を
自
動
生
成
す
る
た
め
、

特
に
指
定
し
な
く
て
も
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
さ
れ
て
い
く
。

　
■
お
手
軽
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
　

レ
イ
ア
ウ
ト
紙
面
上
で
素
材
や

空
白
部
分
を
選
ん
で
［
実
行
］

ボ
タ
ン
。
こ
れ
が
こ
の
ソ
フ
ト

の
最
も
基
本
的
な
操
作
だ
が
、

実
行
ボ
タ
ン
ま
で
い
ち
い
ち
マ

ウ
ス
を
持
っ
て
行
か
な
く
て

も
、
実
は
ス
ペ
ー
ス
キ
ー
で
代

用
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
マ
ウ

ス
と
併
用
す
る
と
快
適
で
素
早

い
操
作
が
可
能
と
な
る
。

　
■
素
材
グ
ル
ー
プ
化
　
見
出

し
や
記
事
等
は
、
一
つ
の
ボ
ッ

ク
ス
に
表
示
す
る
よ
う
に
変

更
。
種
別
ご
と
に
ア
イ
コ
ン
が

付
く
。

　
素
材
の
グ
ル
ー
プ
分
け
に
も

対
応
。
い
ち
い
ち
「
○
○
の
記

事
」
な
ど
と
名
前
を
付
け
な
く

て
も
、
グ
ル
ー
プ
別
に
素
材
を

ま
と
め
て
お
け
ば
デ
フ
ォ
ル
ト

の
名
前
の
ま
ま
で
も
迷
わ
な
い

だ
ろ
う
。
　

　見出しの各種効果がパワー

アップした。地紋や色付けの

ほか、グラデーション効果が

追加された。斜体には任意の

角度を付けることも出来る。

　グラデーション効果は背景

にも文字にも付けられる。方

向も左右・天地から計４種類。

　地紋も縦線・横線・斜線・

渦といった一般的なパターン

を準備。ただし近年の新聞の

「地紋離れ」を反映して種類

は旧版とあまり変わらない。

　地紋の形状も四角や楕円の

ほか、台形、円の食い込みな

どをパターンから選べる。

　お気に入りのパターンが

あれば、名前を付けてテン

プレートとして保存してお

くとよい。見出し作成画面

で簡単に呼び出せる。

　斜体は、フォントが持つ

斜体情報ではなく、ソフト

ウエア的に変形する。この

ため、傾きの角度を強・中

・弱から選べ、こまかく１

度単位で指定もできる。

　また、文字の縁取りに「重

ね率」指定を追加した。縁

同士が重なるまで文字を接

近させればより迫力ある効

果が出せる。

見
出
し
効
果
の
設
定
画
面
。
背
景
と
文
字
部
分
そ
れ
ぞ
れ
に
地
紋
や
色
、
影
な
ど

多
彩
な
効
果
が
設
定
出
来
る
。
何
度
で
も
ア
ン
ド
ゥ
・
リ
ド
ゥ
が
可
能

　
プ
リ
ン
タ
が
拡
大
・
縮
小
印

刷
に
対
応
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
用
紙
に
合
わ
せ
て
拡
縮
し

て
印
刷
す
る
機
能
が
追
加
さ
れ

た
。

　
方
法
は
メ
ニ
ュ
ー
か
ら
［
誌

面
の
特
殊
な
印
刷
］
→
［
プ
リ

ン
タ
の
用
紙
サ

イ
ズ
に
合
わ
せ

て
印
刷（
拡
大
・

縮
小
）］を
選
ぶ

だ
け
。
た
と
え

ば
Ａ
３
紙
面
を

編
集
中
に
、
Ａ

４
サ
イ
ズ
を
選

べ
ば
、
自
動
的

に
縮
小
し
て
印

刷
さ
れ
る
。
本
格
的
な
印
刷
は

職
場
や
学
校
等
で
行
う
予
定
の

場
合
、
自
宅
や
別
室
で
家
庭
用

の
小
型
プ
リ
ン
タ
で
印
刷
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

　
縮
小
す
る
と
文
字
は
読
み
に

く
な
る
が
、
全
体
の
体
裁
の
確

認
な
ど
に
は
役
立
つ
か
も
し
れ

な
い
。

　
た
だ
し
、
プ
リ
ン
タ
自
体
の

拡
縮
機
能
と
違
い
、
ペ
ー
ジ
サ

イ
ズ
ご
と
の
余
白
は
勘
案
し
な

い
た
め
、
余
白
が
実
際
よ
り
ず

れ
る
場
合
も
。
あ
く
ま
で
参
考

用
の
印
刷
機
能
で
あ
る
。
拡
縮

機
能
の
つ
い
た
プ
リ
ン
タ
が
い

つ
で
も
使
え
る
環
境
な
ら
、
最

初
か
ら
プ
リ
ン
タ
の
機
能
を
使

っ
た
方
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
。

このＰＤＦは営利非営利問

わず自由に使用できます。

改変は不可です。詳しくは

CC3.0を参照してください。

プ
リ
ン
タ
未
対
応
の
大
き
さ
の
紙
面
で
も

用
紙
に
合
わ
せ
て
縮
小
印
刷
で
き
る

　
リ
ー
ド
組
の
作
成
方
式
は
が

ら
り
と
変
わ
っ
た
。

　
ま
ず
リ
ー
ド
部
分
を
事
前
に

単
独
の
記
事
に
す
る
必
要
は
な

い
。
作
成
時
に
自
動
的
に
最
初

の
段
落
が
分
割
さ
れ
、
リ
ー
ド

に
な
る
。

　
行
間
も
適
切
な
値
が
自
動
的

に
セ
ッ
ト
さ
れ
る
。
不
自
然
に

広
す
ぎ
た
り
、
逆
に
狭
く
な
っ

て
し
ま
う
こ
と
は
な
い
。

　
リ
ー
ド
の
作
成
操
作
も
、
ア

ン
ド
ゥ
で
元
に
戻
せ
る
。
こ
の

際
、
２
本
に
分
割
さ
れ
た
記
事

も
自
動
的
に
１
本
に
戻
る
。

　
罫
線
は
、
細
線
や
二
本
線
、

点
線
な
ど
あ
ら
か
じ
め
13
種
類

の
パ
タ
ー
ン
を
準
備
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
好
み
の
色
も
付
け
ら
れ

る
。

　
設
定
画
面
は
罫
線
を
引
く
と

同
時
に
表
示
さ
れ
る
。
い
っ
た

ん
引
い
て
か
ら
の
編
集
が
必
要

だ
っ
た
旧
版
と
比
べ
、
手
間
が

減
っ
た
。
数
字
キ
ー
で
パ
タ
ー

ン
番
号
も
一
発
設
定
可
能
。

　
も
ち
ろ
ん
、
い
っ
た
ん
引
い

た
罫
線
は
、
ダ
ブ
ル
ク
リ
ッ
ク

で
何
度
で
も
再
編
集
で
き
る
。

　
ま
た
、
天
地
の
空
き
も
細
か

く
設
定
で
き
る
。
天
地
い
っ
ぱ

い
の
、
い
わ
ゆ
る「
仕
切
り
罫
」

だ
け
で
な
く
、
天
の
み
、
あ
る

い
は
地
の
み
を
仕
切
り
に
し
た

り
、
天
地
で
異
な
る
空
き
指
定

可
能
だ
。

　
素
材
リ
ス
ト
は
大
き
く
進
化

し
た
。
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
に
よ
り
、

記
事
と
見
出
し
・
写
真
類
を
ひ

と
つ
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
ま
と

め
ら
れ
る
。
多
数
の
記
事
を
配

置
す
る
、
あ
る
て
い
ど
本
格
的

な
紙
面
を
作
成
す
る
場
合
に
便

利
だ
ろ
う
。

　
グ
ル
ー
ピ
ン
グ
の
も
う
ひ
と

つ
の
利
点
は
、
い
ち
い
ち
素
材

に
詳
し
い
名
前
を
付
け
な
く
て

済
む
こ
と
。
た
と
え
ば
「
ト
ッ

プ
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
作
成

し
て
お
け
ば
、写
真
は「
Ｐ
」
、

記
事
は
「
記
事
」
、
見
出
し
は

「
み
だ
し
」
と
い
う
風
に
、
単

純
な
命
名
で
も
迷
い
に
く
い
。

　
グ
ル
ー
プ
の
作
成
や
変
更
も

簡
単
。
素
材
作
成
時
に
グ
ル
ー

プ
を
作
成
・
指
定
す
る
こ
と
も

で
き
る
し
、
後
か
ら
既
存
の
グ

ル
ー
プ
に
組
み
込
む
の
も
自
在

だ
。
す
べ
て
右
ク
リ
ッ
ク
メ
ニ

ュ
ー
か
ら
「
名
前
の
変
更
」
で

呼
び
出
せ
る
専
用
画
面
で
指
定

で
き
る
。
ま
た
グ
ル
ー
プ
名
の

変
更
も
手
軽
に
行
え
る
。
グ
ル

ー
プ
名
を
省
略
す
る
と
自
動
的

に
無
名
の
グ
ル
ー
プ
に
な
る
。

写真をトリミング中の画面。マウスだけで拡大縮小・移動が行える。キー操作のみでも同じ操作が可能


